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発
刊
後
の
３
カ
月
間
で
35
万
部
以

上
が
売
れ
た
と
見
込
ま
れ
、
異
例

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
本
作
は
１
９
６
７
年
の
出
版

以
降
、
瞬
く
間
に
世
界
各
国
で
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
す
で
に
46

の
言
語
で
翻
訳
さ
れ
、「
20
世
紀

を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
」
と
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
原
著
の
ス

ペ
イ
ン
語
版
は
累
計
発
行
部
数
が

５
０
０
０
万
部
を
超
え
る
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

▼
日
本
で
は
72
年
に
翻
訳
が
出
版

さ
れ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
売
れ

な
か
っ
た
と
い
う
。
大
江
健
三
郎

・
安
部
公
房
・
中
上
健
次
ら
、
有

力
作
家
ら
が
発
刊
当
初
か
ら
本
作

を
絶
賛
し
、
書
評
な
ど
で
繰
り
返

し
言
及
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
長
ら
く
入
手
困
難
で
あ
っ
た

▼
マ
ル
ケ
ス
の
著
作
は
「
複
数
の

物
語
進
行
」「
時
間
や
空
間
の
転

移
」
と
い
っ
た
要
素
を
含
み
、

「
難
解
な
小
説
」
と
本
邦
で
は
認

識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
手
法

は
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
や
「
ネ
ッ

ト
小
説
」
普
及
に
伴
い
、「
読
者

の
参
加
」
を
促
す
技
術
と
し
て
定

着
し
た
。
ど
こ
か
ら
読
み
始
め
、

ど
こ
で
読
み
終
え
て
も
よ
い
、
マ

ル
ケ
ス
の
提
示
し
た
「
読
書
の
本

来
的
な
楽
し
み
方
」
が
本
邦
で
受

け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
、
実
に
半
世

紀
の
時
間
を
要
し
た
と
い
え
る
▼

30
年
ぶ
り
に
書
庫
か
ら
取
り
出
し

た
「
百
年
の
孤
独
」
は
、
多
く
の

人
に
貸
し
出
し
た
末
、
変
色
し
て

し
ま
っ
た
。「
こ
の
本
が
文
庫
化

さ
れ
た
ら
、
世
界
が
滅
び
る
」
と

読
書
家
の
間
で
噂
を
さ
れ
て
き
た

が
、「
滅
ん
だ
先
の
世
界
」
に
お

い
て
も
、
私
た
ち
は
希
望
を
見
失

う
こ
と
な
く
、
現
在
を
全
力
で
生

き
抜
い
て
い
る
は
ず
だ
。 

（
眞
）

　

ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル

ケ
ス
の
小
説
『
百
年

の
孤
独
』
が
、
今
年

６
月
末
に
文
庫
版
と

し
て
再
版
さ
れ
た
。

２０２４年(令和６年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０８５号（１）
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国際部市民公開企画・感想文 ２面

８面研
面
究 診内研より「発熱診療外来編
～不明熱を含めて～」

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第104回評議員会兵庫県保険医協会第104回評議員会
臨時（決算）総会・第47回共済制度委員会臨時（決算）総会・第47回共済制度委員会

11月17日（日）13時～17時30分　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第104回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第47回共済制度委員会
　特別報告「2025年までの経済・金融情勢見通し」

　明治安田総合研究所　フェロー兼チーフエコノミスト　小玉　祐一氏
・16時10分～　特別講演

「あるべき医療DXの姿
 ―ITゼネコンと政府の思惑を超えて」
　辻野　晃一郎氏（Google日本法人元代表取締役社長）

　

11
月
17
日
投
開
票
予
定
の
兵
庫

県
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
有
志
の

会
「
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
ひ
ょ
う
ご
ド
ク

タ
ー
ズ
」
が
発
表
し
た
ア
ピ
ー
ル

「
医
師
お
お
さ
わ
芳
清
を
知
事

に
、
県
民
医
療
の
充
実
を
」
に
対

し
て
、
賛
同
の
声
が
次
々
と
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

10
月
23
日
に
は
大
澤
芳
清
先
生

が
、
尼
崎
市
の
細
見
基
信
先
生

（
兵
庫
医
科
大
学
前
同
窓
会
長
）

の
医
院
を
訪
問
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
国
の
医
療
費
抑
制
政
策
の
問

題
を
痛
感
し
、
国
の
言
い
な
り
の

県
政
を
変
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
た

と
語
っ
た
。
細
見
先
生
は
「
国
は

い
ま
だ
に
医
療
費
を
減
ら
そ
う
と

し
て
い
る
。
お
か
し
い
と
思
っ
た

こ
と
に
黙
っ
た
ま
ま
で
は
い
け
な

い
」
と
大
澤
先
生
を
激
励
し
、
ア

ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
を
表
明
し
た
。

　

10
月
24
日
に
は
協
会
神
戸
支
部

の
幹
事
会
で
大
澤
先
生
が
あ
い
さ

つ
し
、
田
中
孝
明
支
部
長
ら
支
部

役
員
が
激
励
し
た
。

「医療崩壊を防ぐための医師増員を求める署名」推進・特別シンポジウム「医療崩壊を防ぐための医師増員を求める署名」推進・特別シンポジウム

医
師
を
増
や
し
て
医
療
守
ろ
う
！

医
師
を
増
や
し
て
医
療
守
ろ
う
！

　

協
会
は
10
月
26
日
、
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
（
民
医

連
）
と
共
催
で
、
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
師
を
増
や
し

て　

医
療
を
守
ろ
う
！
」
を
協
会
会
議
室
で
実
施
し
、
医

師
・
歯
科
医
師
、
医
療
関
係
者
ら
35
人
（
会
場
21
人
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
14
人
）
が
参
加
し
た
。「
医
師
・
医
学
生
署
名
を

す
す
め
る
会
」
が
呼
び
か
け
る
「
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

の
医
師
増
員
を
求
め
る
署
名
」
を
推
進
し
よ
う
と
開
催
し

た
も
の
。
基
調
講
演
と
し
て
、
赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長

の
邉
見
公
雄
先
生
が
医
師
不
足
・
地
域
偏
在
の
現
状
に
つ

い
て
語
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
や
会
場
が
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
た
。

　

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、

大
澤
芳
清
・
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
会
長
が
「
県
の
研
修
医
定
員

も
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
政
府

は
医
療
費
・
医
師
数
抑
制
ば
か
り

だ
が
、
今
日
は
ど
う
す
れ
ば
医
師

が
増
や
せ
る
の
か
、
皆
さ
ん
と
考

え
る
機
会
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

邉
見
公
雄
先
生
は
基
調
講
演

で
、
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
は

世
界
文
化
遺
産
に
す
る
べ
き
す
ば

ら
し
い
制
度
で
あ
る
と
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
余
裕
あ

る
医
療
・
介
護
体
制
、
医
師
の
養

成
が
必
要
と
強
調
。
今
の
政
府
の

医
師
の
偏
在
対
策
で
は
、
地
域
消

滅
に
よ
る
解
決
に
し
か
な
ら
な
い

と
し
て
、
医
師
を
地
域
医
療
に
従

事
さ
せ
る
一
定
の
規
制
も
含
め
た

対
策
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

西
山
裕
康
協
会
理
事
長
は
、
総

数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
日
本
の
人
口
当
た
り
医
師
数

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
意
見
を
交
わ
す

（
左
か
ら
）邉
見
先
生
、
西
山
先
生
、

藤
末
先
生
、
半
田
先
生　
　
　
　

兵庫県知事選挙特集兵庫県知事選挙特集
・ 大澤理事へインタビュー ３面

・ 政策解説「県の福祉医療制度 
　　斎藤県政で改善なし」 ４面

・ 会員投稿「投票に行こう」 ５面

・ 候補者アンケート結果 ６～７面

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
38
カ
国
中
29
位
で
不

足
し
て
い
る
と
強
調
。
国
の
医
師

の
需
給
推
計
で
は
２
０
３
０
年
前

後
に
需
給
は
均
衡
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
医
師
が
長
時
間

労
働
し
つ
づ
け
る
こ
と
、
さ
ら
に

現
時
点
で
医
療
が
必
要
な
人
が
全

員
受
診
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に

立
っ
て
い
る
と
批
判
。

　

日
本
の
医
療
は
医
師
が
「
安
い

時
給
」
と
「
長
時
間
労
働
」
に
よ

り
献
身
的
に
支
え
る
構
造
が
長
く

続
い
て
い
る
が
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
誰
で
も
、
安
全
・
安
心
、
有

効
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、「
医
師
の
増
員
」
と

「
診
療
報
酬
増
加
」
を
、
医
師
が

一
丸
と
な
っ
て
力
強
く
要
求
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

藤
末
衛
・
特
定
医
療
法
人
神
戸

健
康
共
和
会
理
事
長
は
、
２
０
０

０
年
代
に
医
師
定
数
が
増
え
た
こ

と
の
大
き
な
要
因
に
、
医
師
が
中

心
と
な
っ
た
大
き
な
運
動
が
あ
っ

た
と
説
明
。

　

韓
国
で
尹
政
権
の
医
師
増
員
政

策
に
対
し
、
医
師
が
反
対
し
ス
ト

ラ
イ
キ
が
起
き
て
い
る
が
、
こ
れ

は
皆
保
険
制
度
が
充
実
し
て
お
ら

ず
医
療
が
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
る

も
と
で
の
政
策
だ
か
ら
だ
と
分
析

し
、
医
師
増
員
の
運
動
の
鍵
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
師
の
存
在
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

半
田
伸
夫
理
事
は
「
東
京
一
極
集

中
で
は
な
く
、
地
域
の
病
院
・
教

育
の
充
実
が
地
域
の
創
生
に
つ
な

が
っ
て
く
る
。
医
師
増
員
は
日
本

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
根
本
を

守
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
医
療
機
関
経
営
を
成
り
立
た
せ

る
た
め
に
医
療
費
を
上
げ
て
、
医

師
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
ま
と
め
た
。

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
と　
　

地
域
医
療
の
充
実
の
重
要
性
を
訴
え
た
邉
見
先
生

握
手
す
る
細
見
先
生
（
左
）
と

大
澤
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

田中神戸支部長（右３人目）ら
支部役員とともに　　　　　　

大澤理事が各地で懇談

「有志の会」アピール（今号同封）への賛同次々

“医療者の声届けてほしい”

「医療崩壊を防ぐための医師増員を
求める」医師・医学生署名 　

署名用紙のご注文は、☎078－393－1807まで

◀
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

ご協力くださいご協力ください
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歯
科
部
会
は
９
月
29
日
、
協
会

会
議
室
で
社
保
・
指
導
対
策
会
員

懇
談
会
を
開
催
し
、
38
人
が
参
加

し
た
。「
応
召
義
務
と
ト
ラ
ブ
ル

対
応
、
個
別
指
導
に
つ
い
て
」
は

神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所
・
野
田

倫
子
弁
護
士
、「
主
な
新
点
数
の

お
さ
ら
い
と
カ
ル
テ
記
載
の
ル
ー

ル
」
は
協
会
歯
科
社
保
講
師
陣
が

講
師
を
務
め
た
。
三
ケ
山
茂
樹
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、「
診
療

報
酬
改
定
内
容
、
カ
ル
テ
記
載
の

基
本
ル
ー
ル
と
日
常
診
療
で
の
応

召
義
務
と
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
告
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
、
個
別
指
導
や

集
団
的
個
別
指
導
の
対
策
や
心
構

に
も
な
り
ま
す
。
適
切
な
カ
ル
テ

記
載
は
、
保
険
医
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
備
え
に
な
り
ま
す
。

　

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
歯
科
診
療
を
行
う
の
が
大
前
提

で
す
が
、
応
召
義
務
の
「
正
当
な

事
由
」
を
理
解
し
た
う
え
で
、
患

者
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
応
召
義
務
違
反
に
現
行
歯
科

医
師
法
に
よ
る
処
罰
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
歯
科
医
療
機
関
の
診

療
拒
否
に
よ
っ
て
患
者
に
損
害
が

生
じ
た
場
合
に
、
歯
科
医
師
の
過

失
が
認
め
ら
れ
た
と
す
る
判
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
応
召
義
務
を
で

き
る
限
り
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

個
別
指
導
の
備
え
と
し
て
、
録

音
と
弁
護
士
帯
同
・
同
席
は
行
う

べ
き
で
す
。
録
音
は
、
指
導
の
際

に
十
分
に
聞
き
取
れ
ず
把
握
で
き

な
か
っ
た
指
導
内
容
に
つ
い
て
正

確
に
理
解
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
弁
護
士
帯
同
・
同
席

は
、
担
当
官
の
法
律
に
則
っ
た
冷

静
な
対
応
に
繋
が
り
、
私
た
ち
の

人
権
を
守
っ
て
い
た
だ
く
の
が
第

一
の
目
的
な
の
で
、
良
い
結
果
に

結
び
付
く
と
思
い
ま
す
。

　

高
点
数
を
理
由
と
し
た
歯
科
医

療
費
削
減
が
目
的
と
考
え
ら
れ
る

指
導
を
恐
れ
て
萎
縮
診
療
に
陥
る

こ
と
な
く
、
保
険
で
一
生
懸
命
患

者
の
た
め
に
診
療
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
歯
科
・
準
会
員

 

　

三
ケ
山
茂
樹
】

え
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
詳
細
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
協
会
歯
科
社
保
講
師
の
先
生

方
、
日
常
診
療
で
の
具
体
例
と
判

例
も
加
え
て
丁
寧
に
ご
教
示
い
た

だ
き
ま
し
た
協
会
顧
問
の

野
田
倫
子
弁
護
士
に
は
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
の
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
多
岐
に
わ
た
り
細

か
く
改
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
保
険
医
と
し
て
改
定

ル
ー
ル
を
把
握
し
、
保
険

診
療
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
カ
ル
テ

は
診
療
報
酬
の
点
数
算
定

の
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
医

療
行
為
な
ど
の
記
録
と
し

て
医
療
訴
訟
な
ど
の
証
拠

　

神
戸
支
部
は
10
月
19
日
、
第
45

回
支
部
総
会
を
協
会
会
議
室
で
開

催
。
23
年
度
活
動
の
ま
と
め
と
24

年
度
活
動
方
針
を
承
認
し
、
支
部

役
員
を
改
選
し
た
。
記
念
講
演

「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
の

高
血
圧
治
療
を
考
え
る
」
は
、
み

き
や
ま
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
循
環
器
内
科
部
長
の
佐
和
琢
磨

先
生
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
あ
わ
せ
22
人
が
参
加

し
た
。
司
会
の
高
橋
知
三
郎
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
心
不
全
の
概

要
と
し
て
、
左
室
駆
出
力
が
保
た

れ
て
い
る
も
の
、
低
下
し
て
い
る

も
の
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
治
療

と
し
てFantastic Four

と
呼
ば

れ
る
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
β
遮

断
薬
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
が
薬
物
療
法

の
主
役
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
駆

出
力
が
低
下
し
て
い
る
も
の
で

は
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
治
療

に
よ
り
予
後
が
改
善
し
て
き
て
い

る
が
、
駆
出
力
が
保
た
れ
た
も
の

で
は
、
治
療
効
果
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
高
齢

化
に
伴
い
心
不
全
患
者
が
激
増
す

る
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
現

実
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
の
心
不
全
へ
の
進
展
の
予
防

に
は
、
心
不
全
発
症
前
か
ら
、
心

不
全
を
引
き
起
こ
す
要
素
へ
の
介

入
が
必
要
で
、
中
で
も
高
血
圧

は
、
患
者
数
も
多
く
、
心
臓
の
構

造
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
、
重

要
な
治
療
標
的
と
考
え
ら
れ
る

　

国
際
部
は
10
月
13
日
に
県
農
業

会
館
11
階
大
ホ
ー
ル
で
市
民
公
開

映
画
上
映
会
「
医
学
生
ガ
ザ
へ
行

く
」
上
映
会
＆
ト
ー
ク
企
画
を
開

催
し
た
。
猫
塚
義
夫
先
生
（
北
海

道
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕
団
団

長
）
と
植
村
和
平
先
生
（
奥
尻
町

国
民
健
康
保
険
病
院
総
合
診
療

科
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
出
演
し
、
69

人
が
参
加
し
た
（
前
号
既
報
）。

参
加
し
た
半
田
伸
夫
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

秋
晴
れ
の
日
曜
日
、
市
民
公
開

企
画
に
参
加
し
た
。
国
際
部
の
水

間
美
宏
部
長
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
医

療
支
援
を
し
て
い
る
猫
塚
先
生
と

の
関
係
か
ら
企
画
し
た
上
映
会
で

あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
人
医
学
生
リ
ッ
カ
ル

ド
は
、
救
急
外
科
、
特
に
爆
撃
損

傷
を
学
ぶ
た
め
に
、
戦
時
下
に
あ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
、
イ

ス
ラ
ム
大
学
へ
短
期
留
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ガ
ザ
地
区
は
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
封
鎖
状
態
に
あ

り
、
天
井
の
な
い
監
獄
と
言
わ
れ

て
い
る
た
め
、
外
国
人
の
出
入
国

も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
大
学
で
は
歓
迎
さ

れ
、
現
地
の
医
学
生
サ
ア
デ
ィ

や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
若
者
と

友
好
を
深
め
、
自
身
の
適
性
な
ど

に
悩
み
な
が
ら
、
銃
創
治
療
な
ど

救
急
外
科
を
積
極
的
に
学
ぶ
。
そ

ん
な
中
、
紛
争
が
再
開
し
、
目
の

前
の
ビ
ル
が
爆
撃
さ
れ
、
多
く
の

死
傷
者
が
出
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
筋
書
き
の
な
い

ド
ラ
マ
で
、
映
像
の
中
の
爆
撃
は

リ
ア
ル
で
あ
り
、
私
も
思
わ
ず
声

を
荒
げ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ

た
。
人
々
の
熱
い
友
情
と
、
厳
し

い
状
況
の
中
で
も
決
し
て
希
望
を

捨
て
ず
生
き
生
き
と
し
て
い
る
ガ

ザ
の
人
た
ち
を
映
像
を
通

じ
て
見
て
い
る
と
、
人
間

と
し
て
の
尊
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
多
く

の
参
加
者
も
感
動
を
隠
し

切
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

上
映
会
の
後
、
前
述
の

猫
塚
先
生
と
自
治
医
科
大

学
ご
出
身
の
植
村
先
生
が

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
現
地
の
模
様

を
紹
介
し
た
。

　

お
二
人
が
強
調
し
た
の

は
、
ガ
ザ
の
実
情
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
い

う
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
問
題

は
ま
た
、
多
く
の
独
立
国
家
を
持

た
な
い
種
族
（
ク
ル
ド
人
や
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
人
な
ど
）
の
問
題
に
も
つ

な
が
る
。

　

ヒ
ト
は
な
ぜ
お
互
い
を
尊
敬
し

あ
い
、
寛
容
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に

は
お
互
い
を
よ
く
理
解
す
る
努
力

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

ち
な
み
に
原
題
の
「Erasmus in 

Gaza

」

は
Ｅ
Ｕ
のErasm

us 
project

（
学
生
の
国
際
交
流
）
の

関
係
だ
ろ
う
か
？

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

が
、
実
際
に
は
、
治
療
さ
れ
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
十
分
な
降
圧
目

標
に
達
し
て
い
な
い
患
者
が
多
数

い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
降
圧
目
標
の
達
成
に

は
、
比
較
的
、
新
し
く
登
場
し
た

心
不
全
、
高
血
圧
治
療
薬
で
あ
る

Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
が
有
用
で
、
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
は
塩
分
摂
取
の
制
限

が
必
要
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
に

は
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
の
影
響
を

是
正
す
る
働
き
も
期
待
さ
れ
、
強

力
な
降
圧
効
果
を
も
ち
、
ま
た
心

不
全
の
治
療
薬
で
も
あ
り
心
不
全

へ
の
進
展
を
予
防
で
き
る
効
果
が

期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
日
常
の
高
血
圧
診
療
に

お
け
る
患
者
指
導
に
つ
い
て
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
に
よ
り
高

血
圧
と
食
塩
摂
取
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
り
、
明
日
か
ら
の
高
血

圧
診
療
に
お
い
て
、
頭
の
中
に
置

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
「
新
た

な
地
域
医
療
構
想
等
に
関
す
る
検

討
会
」
で
、
医
師
の
偏
在
対
策
と

し
て
、
新
た
な
規
制
手
法
を
提
案

し
た
。
医
師
が
多
数
い
る
地
域
で

の
開
業
規
制
や
、
少
数
地
域
で
の

勤
務
経
験
を
管
理
者
要
件
に
含
め

る
案
が
示
さ
れ
た
が
、
意
見
が
分

か
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
兵
庫
県
知

事
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

「
２
０
２
４
年
兵
庫
県
知
事
選
挙

に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重
点
要

求
（
案
）」
並
び
に
「
２
０
２
４

年
県
知
事
選
挙
へ
の
対
応

（
案
）」
に
つ
い
て
、
全
て
の
支

部
で
大
澤
芳
清
理
事
を
推
薦
す
る

方
針
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
政
策

協
定
を
結
び
、
推
薦
を
決
定
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
②

総
選
挙
対
策
に
つ
い
て
、
ⅰ
）
各

党
候
補
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
た
こ
と
、
ⅱ
）
２
０
２
４
年
総

選
挙
に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重

点
要
求
（
案
）、
③
保
険
証
廃
止

反
対
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
元
町
駅
前
で
街
頭
宣
伝
（
10

／
12
）
を
実
施
し
、
役
員
７
人
が

参
加
し
て
49
筆
の
署
名
協
力
を
得

た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
目
標
７
７
７
０
人
を
目
指

し
、「
頼
り
に
な
り
、
役
に
立
つ

協
会
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
の
魅
力
を
語
り
・
開
業
医
師

・
歯
科
医
師
の
会
員
拡
大
に
結
び

つ
け
る
、
②
各
地
域
で
病
院
対
策

に
取
り
組
み
、
勤
務
医
へ
の
入
会

の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
、
③
役

員
・
会
員
と
事
務
局
が
一
体
に
な

っ
て
会
員
拡
大
を
推
進
す
る
等
を

基
本
方
針
と
し
て
、
秋
の
組
織
強

化
月
間
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

 

（
10
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

井
上　

圭
介
先
生

姫
路
市　

内
科

９
月
１
日 

享
年
69
歳

応召義務や個別指導・新点数の
ポイントを学ぶ　　　　　　　

神
戸
支
部　

第

神
戸
支
部　

第
4545
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

歯
科
部
会　

社
保
・
指
導
対
策
会
員
懇
談
会

歯
科
部
会　

社
保
・
指
導
対
策
会
員
懇
談
会

日
常
の
高
血
圧
診
療
に

活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容

日
常
診
療
と

指
導
に
備
え
て

感 想 文感 想 文

高
血
圧
の
治
療
薬
や
患
者
指
導
に
つ
い

て
語
る
佐
和
先
生　
　
　
　
　
　
　
　

映
画
を
通
じ
て
人
間
と
し
て
の

尊
さ
を
深
く
感
じ
る

感 想 文

イタリア人医学生リッカルドの、パレスチナ人
医学生との友好や爆撃を受ける経験を通じて医
師になる決意を描いている上映会　　　　　　

い
て
お
い
て
、
治
療
法
の
選
択
、

患
者
へ
の
指
導
に
活
か
せ
る
、
ま

た
、
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内
容
で
あ
り
、
充
実
感
の
あ
る
意

義
深
い
ご
講
演
で
し
た
。

 

【
垂
水
区　

高
橋
知
三
郎
】

国
際
部　

市
民
公
開
企
画

映
画「
医
学
生　

ガ
ザ
へ
行
く
」上
映
会
＋
ト
ー
ク

ご注文は、☎078－393－1807まで

「保険証を残そう!!」「保険証を残そう!!」

一人でも多くの方の声が力になります。
クイズなど各種グッズを活用し、引き続き
のご協力をお願いします

12月２日からの保険証廃止ストップ！

署名に署名に
ご協力くださいご協力ください

引き引き
　続き　続き

◀クイズ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
と

医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く

な
る
っ
て
本
当
？
」

▲署名ハガキ付き
リーフレット

「保険証を残せ！」

▼署名用紙



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２４年(令和６年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０８５号

　

10
月
31
日
告
示
、
11
月
17
日
投

開
票
で
行
わ
れ
る
兵
庫
県
知
事
選

挙
。
協
会
と
政
策
協
定
を
結
び
推

薦
を
受
け
て
、
兵
庫
県
知
事
選
に

臨
む
大
澤
芳
清
理
事
（
尼
崎
医
療

生
協
病
院
院
長
・
兵
庫
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
会
長
）
に
、
西
山

裕
康
理
事
長
が
、
選
挙
戦
で
訴
え

る
政
策
な
ど
を
聞
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
不
条
理
で

行
政
転
換
の
必
要
性
痛
感

　

西
山　

現
役
医
師
と
し
て
、
選

挙
戦
に
臨
む
と
い
う
の
は
、
大
変

な
決
意
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
き

っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

大
澤　

医
師
と
し
て
、
病
院
長

と
し
て
、
こ
の
間
経
験
し
た
コ
ロ

ナ
禍
で
す
。
当
院
で
も
多
く
の
患

者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、
当
時

は
、
保
健
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
夜
中

ま
で
患
者
さ
ん
の
対
応
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
し
、
地
域
の
開
業
医

の
先
生
も
明
け
方
ま
で
往
診
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
介
護
施
設
に
入
所
す
る
患
者

さ
ん
ら
が
高
齢
を
理
由
に
高
次
医

療
機
関
へ
入
院
が
認
め
ら
れ
ず
命

を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
の
医
療
提
供
体
制
で
は
、
保

健
所
の
職
員
や
開
業
医
、
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
が
ど
れ
だ
け
全
力
を
尽

く
し
て
も
、
ひ
と
た
び
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
起
こ
る
と
対
応
し
き
れ
な

い
の
で
す
。
そ
の
原
因
は
、
国
の

医
療
費
抑
制
政
策
で
す
。
提
供
側

の
効
率
だ
け
を
考
え
て
、
医
療
提

供
体
制
側
の
平
時
の
余
力
を
奪
っ

て
き
た
こ
と
が
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
兵
庫
県
も
国
の
そ
う
し
た
政

策
に
追
随
し
て
き
ま
し
た
。

　

西
山　

コ
ロ
ナ
禍
後
、
診
療
報

酬
改
定
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
澤　

は
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

医
療
関
係
者
は
一
人
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
を
救
お
う
と
全
力
を
尽

く
し
ま
し
た
。
国
や
県
も
一
定
の

補
助
金
な
ど
を
出
し
て
、
そ
れ
を

支
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
過

ぎ
れ
ば
、
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
、

診
療
報
酬
は
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

物
価
高
、
ス
タ
ッ
フ
の
賃
上
げ
圧

力
が
加
わ
り
、
経
営
は
大
変
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
だ
け
で
な

く
、
県
も
医
療
機
関
の
経
営
を
支

え
る
べ
き
で
す
。
ま
ず
は
県
民
の

命
と
健
康
を
守
る
医
療
機
関
を
大

事
に
す
る
県
政
を
実
現
し
た
い
。

こ
れ
が
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

の
一
つ
で
す
。

　

西
山　

他
に
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

大
澤　

も
う
一
点
は
、
県
に
よ

る
中
小
病
院
に
対
す
る
臨
床
研
修

定
員
の
削
減
で
す
。

　

今
年
度
は
当
院
も
含
め
て
、
七

つ
の
病
院
で
臨
床
研
修
定
員
が
ゼ

ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
臨
床
研
修
を
受
け
入
れ
る

に
は
、
指
導
医
の
配
置
な
ど
厳
し

い
施
設
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
小
病
院
に
と

っ
て
は
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
地
域
で
優
秀

な
医
師
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い

で
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
か
ら
臨

床
研
修
定
員
が
減
ら
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
県
は
中
小
病
院
の
臨
床

研
修
定
員
を
機
械
的
に
削
減
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

西
山　

こ
ち
ら
も
大
元
に
は
国

の
医
師
数
を
抑
制
す
る
と
い
う
政

策
が
あ
り
ま
す
。

　

大
澤　

そ
う
で
す
。
国
は
あ
く

ま
で
も
医
師
の
偏
在
が
問
題
と

し
、
医
師
の
絶
対
数
不
足
に
は
触

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
人

口
当
た
り
医
師
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
38

カ
国
中
29
位
と
極
め
て
低
い
水
準

で
Ｇ
７
中
で
は
最
小
で
す
。
兵
庫

県
で
も
、
医
師
多
数
区
域
と
さ
れ

る
神
戸
医
療
圏
で
も
人
口
１
万
人

当
た
り
３
０
４
人
程
度
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
３
５
０
人
を
大

診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
、

医
師
の
増
員
を
求
め
て
い
ま
す
。

病
院
統
廃
合
は

地
域
の
声
よ
く
聞
い
て

　

西
山　

さ
て
、
国
追
従
の
医
療

政
策
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、

こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
、
地

域
医
療
構
想
に
基
づ
く
県
内
の
病

院
統
廃
合
で
す
。

　

大
澤　

そ
れ
も
大
き
な
問
題
で

す
。
確
か
に
県
内
で
も
三
次
救
急

を
担
う
医
療
機
関
が
不
足
し
て
い

る
医
療
圏
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

病
院
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
大
規

模
急
性
期
病
院
を
整
備
す
る
必
要

性
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
床
を
削
減
し
て
医

き
く
下
回
り
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
は
抜
本
的
な
対
策

を
打
ち
ま
せ
ん
。

　

兵
庫
県
も
国
と
全
く
同
じ
立

場
で
、
県
の
臨
床
研
修
定
員
が

国
に
よ
っ
て
減
ら
さ
れ
て
も
抗

議
を
せ
ず
、
大
学
病
院
の
臨
床

研
修
定
員
の
確
保
と
地
方
へ
の

医
師
派
遣
機
能
の
維
持
を
優
先

し
、
中
小
病
院
の
臨
床
研
修
定

員
を
削
減
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
医
師
不
足
の
問
題
で
も
他

の
都
道
府
県
と
力
を
合
わ
せ

て
、
現
場
の
意
見
を
重
視
し
、

国
に
医
師
の
増
員
を
求
め
て
い

く
県
政
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

西
山　

協
会
で
も
医
療
提
供

体
制
の
充
実
、
そ
れ
を
支
え
る

療
費
を
抑
制
し
た
い
と
い
う
国
の

思
惑
で
進
め
ら
れ
て
は
い
け
な

い
。
や
は
り
地
域
の
医
療
を
担
う

医
療
関
係
者
や
何
よ
り
も
地
域
の

住
民
、
患
者
の
意
見
を
よ
く
聞
い

て
進
め
る
べ
き
で
す
。

　

例
え
ば
、
高
機
能
の
病
院
を
整

備
し
て
も
、
そ
の
後
、
患
者
さ
ん

を
後
送
す
る
回
復
期
や
慢
性
期
、

療
養
病
床
な
ど
、
病
状
に
あ
っ
た

機
能
を
担
う
医
療
機
関
を
、
統
合

さ
れ
た
病
院
の
近
辺
に
整
備
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
外
来
や
在
宅
を
担
う
開
業

医
が
必
要
で
、
い
ず
れ
も
政
策
的

補
助
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

西
山　

そ
う
で
す
ね
。
協
会

も
、
引
き
続
き
地
域
の
先
生
方
や

患
者
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
の
ち
を
守
る
た
め

福
祉
医
療
制
度
を
充
実

　

西
山　

次
に
福
祉
医
療
制
度
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

大
澤　

18
歳
ま
で
医
療
費
を
無

償
に
す
る
と
と
も
に
高
齢
者
の
医

療
費
助
成
制
度
も
充
実
さ
せ
ま

す
。

　

先
日
の
候
補
者
討
論
会
で
は
、

清
水
貴
之
前
参
議
院
議
員
や
稲
村

和
美
元
尼
崎
市
長
は
、
医
療
費
を

無
償
化
す
る
と
過
剰
診
療
が
増
え

る
と
し
て
、
後
ろ
向
き
の
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の

医
療
費
窓
口
負
担
の
高
さ
を
考
慮

す
れ
ば
、「
過
剰
医
療
」
は
本
来

し
た
し
、
総
選
挙
で
も
、
自
民
党

を
は
じ
め
、
野
党
で
あ
る
国
民
民

主
党
や
日
本
維
新
の
会
も
高
齢
者

の
医
療
費
窓
口
負
担
引
き
上
げ
を

公
約
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
立

憲
民
主
党
は
公
約
で
は
「
政
府
が

検
討
し
て
い
る
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
窓
口
負
担
が
３
割
と
な
る
人

の
対
象
の
見
直
し
は
…
認
め
ま
せ

ん
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
野
田

佳
彦
代
表
は
テ
レ
ビ
で
「
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
を
お
願
い
す

る
と
い
う
抜
本
改
革
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
議
論
に
共
通
す
る
の

は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
の
た

め
と
い
う
理
由
付
け
で
す
。
高
齢

者
と
現
役
世
代
の
対
立
を
煽
る
や

り
方
に
は
、
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
先
進
国

の
よ
う
に
社
会
保
険
料
の
事
業
主

負
担
を
増
や
せ
ば
い
い
の
で
す
。

年
金
も
引
き
下
げ
が
続
き
、
物
価

が
高
騰
す
る
中
、
受
診
抑
制
で
高

齢
者
の
健
康
や
命
を
危
険
に
さ
ら

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
医
療
費
助

成
制
度
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

全
員
に
資
格
確
認
書

保
険
証
存
続
求
め
る

　

西
山　

保
険
証
の
新
規
発
行
停

止
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
国
の
政
策

で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
と
し
て
ど

う
対
応
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

　

大
澤　

は
い
。
ま
ず
は
、
い
ま

だ
に
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
マ
イ

ナ
保
険
証
を
事
実
上
強
制
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
、
患
者
さ
ん
に
も
迷
惑
が
及
び

ま
す
。
そ
も
そ
も
現
場
か
ら
の
要

望
で
は
な
い
で
す
し
、
県
と
し

て
、
国
に
保
険
証
存
続
を
求
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
保
険
医
協
会

の
厚
労
省
交
渉
で
ハ
ッ
キ
リ
し
た

こ
と
で
す
が
、
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
の
附
則
に
は
、「
資
格
確
認

書
を
保
険
者
が
被
保
険
者
に
職
権

で
付
与
で
き
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
附
則
を
活
用
し

て
、
県
内
の
各
保
険
者
に
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
被
保
険
者
を
対
象
に
資
格

確
認
書
を
交
付
す
る
べ
き
で
す
。

　

西
山　

資
格
確
認
書
は
、
現
行

の
保
険
証
と
材
質
や
サ
イ
ズ
、
記

載
事
項
は
ほ
ぼ
同
じ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
被
保
険
者
に
交
付
さ

れ
れ
ば
、
窓
口
で
の
混
乱
は
か
な

り
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
生
に
は
行
政
経
験
が
な
い
と

い
う
声
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
ト
ッ
プ
に
必
要
な
の

は
、
県
政
の
進
路
を
示
す
大
局

観
、
決
断
力
、
実
行
力
そ
し
て
胆

力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
長
き
に
わ
た
る
病
院

や
法
人
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
低
医

療
費
政
策
の
下
、
コ
ロ
ナ
禍
も
含

め
て
、
地
域
の
患
者
さ
ん
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
満
た
し
な
が

ら
、
病
院
の
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
の

や
る
気
と
知
恵
を
引
き
出
し
、
チ

ー
ム
医
療
で
病
院
経
営
を
成
り
立

た
せ
る
経
営
手
腕
は
、
他
の
候
補

が
持
つ
と
さ
れ
る
行
政
経
験
を
上

回
る
実
績
だ
と
思
い
ま
す
。
医
師

の
仲
間
と
し
て
、
先
生
に
は
県
政

を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
当
選
め
ざ
し
て
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
最
大

限
、
応
援
し
ま
す
。

　

大
澤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
域
医
療
改
善
の
た
め
、
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す
。

尼崎医療生協病院院長　大澤　芳清理事

【おおさわ　よしきよ】医師。1963年岸和田市生まれ、91年
兵庫医科大学卒業、尼崎医療生協病院院長、兵庫県保険医協
会理事、兵庫県民主医療機関連合会会長。県民の声を聞いて
いない兵庫県政を変えると決心。座右の銘は「三方よし」「勝
つことはあきらめないこと」。趣味はラグビー観戦で、ラグビ
ー指導員の資格も持つ

西山　裕康理事長
聞
き
手

大澤理事へインタビュー　県知事選挙に挑む大澤理事へインタビュー　県知事選挙に挑む

““医療改善には政治変えなければ医療改善には政治変えなければ””

の
医
療
需
要

が
顕
在
化
し

た
も
の
と
考

え
る
の
が
普

通
で
す
。

　

ま
た
、
こ

の
間
高
齢
者

の
医
療
費
窓

口
負
担
は
引

き
上
げ
ら
れ

続
け
て
き
ま

大澤先生の応援は有志の会で

有志の会「ウィーラブひょうごドクターズ有志の会「ウィーラブひょうごドクターズ
 　おおさわ芳清を知事にする会」アピール 　おおさわ芳清を知事にする会」アピール

「医師おおさわ芳清を知事に、県民医療の充実を」「医師おおさわ芳清を知事に、県民医療の充実を」
にご賛同をお願いしますにご賛同をお願いします

　今号にアピール全文を同封していますので、ぜひご賛同をお願いします。
　募金は、下記口座まで
「三井住友銀行　神戸営業部　普通　9088160　兵庫県保険医協会」

本件に関するお問い合わせは、☎078－393－1807まで
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図１　兵庫県の福祉医療費予算の推移

11
月
17
日
投
開
票
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
り
、
県
政
の
争
点

と
し
て
、
こ
ど
も
医
療
費
や
高
齢
者
医
療
費
な
ど
の
福
祉
医
療
制
度

を
取
り
上
げ
る
。

　

高
齢
者
や
こ
ど
も
、
一
人
親
や

障
害
者
な
ど
の
社
会
的
、
経
済
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
県
民
の
医
療

費
負
担
を
軽
減
す
る
福
祉
医
療
制

度
は
、
県
民
の
健
康
保
持
・
増
進

の
た
め
に
自
治
体
が
独
自
に
助
成

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
各
自
治
体

が
県
民
の
健
康
を
守
る
姿
勢
を
測

る
一
つ
の
指
標
と
な
る
。

　

２
０
２
１
年
ま
で
５
期
20
年
続

い
た
井
戸
県
政
は
、「
行
財
政
改

革
の
た
め
」
と
し
て
、
福
祉
医
療

制
度
の
大
幅
な
改
悪
を
進
め
た
。

　

「
県
政
の
刷
新
」
を
掲
げ
て
２

０
２
１
年
に
当
選
し
た
斎
藤
県
政

の
４
年
間
を
見
る
と
、
県
単
独
福

祉
医
療
費
の
予
算
は
２
０
２
１
年

度
が
95
・
８
億
円
に
対
し
、
２
０

２
４
年
度
91
・
８
億
円
と
減
少
し

て
お
り
、
４
年
間
を
通
じ
て
み
て

も
、
予
算
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

（
図
１
）。

21
年
の
知
事
選
挙
時
に
協
会
が

実
施
し
た
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
斎
藤
氏
は
福
祉
医
療
費
助
成

の
充
実
に
つ
い
て
「
基
本
的
に
は

そ
の
通
り
の
方
向
で
進
む
べ
き
だ

と
は
考
え
ま
す
が
、
財
政
状
況
が

非
常
に
悪
い
兵
庫
県
と
し
て
ど
の

範
囲
ま
で
充
実
で
き
る
か
、
無
駄

な
事
業
の
洗
い
出
し
も
含
め
て
、

早
急
に
財
政
点
検
を
行
い
、
そ
の

上
で
社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
、
点
検
の
上
、
充
実
す
べ
き
と

の
考
え
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
て
い
な
い
。
今
回
の
選
挙
の
公

約
に
も
盛
り
こ
ま
れ
て
お
ら
ず
、

斎
藤
氏
は
福
祉
医
療
制
度
を
改
善

す
る
つ
も
り
が
な
い
と
考
え
ざ
る

を
え
な
い
。

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

前
進
に
県
は
貢
献
せ
ず

　

各
制
度
に
つ
い
て
見
て
い
く

と
、
県
内
で
、
こ
の
４
年
間
で
大

き
く
前
進
し
た
の
が
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
で
あ
る
。

　

当
会
の
調
査
で
、
中
学
３
年
生

ま
で
医
療
費
を
入
院
・
通
院
と
も

に
無
料
と
し
て
い
た
自
治
体
は
２

０
２
１
年
度
に
は
38
市
町
（
う
ち

19
市
町
で
所
得
制
限
な
し
、
三
田

市
・
豊
岡
市
は
低
所
得
世
帯
の

み
）
だ
っ
た
が
、
２
０
２
４
年
度

に
は
40
市
町
（
う
ち
27
市
町
で
所

得
制
限
な
し
、
尼
崎
市
・
三
田
市

・
豊
岡
市
は
低
所
得
世
帯
の
み
）

と
、
神
戸
市
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の

市
町
に
広
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
高
校
３
年
生
世
代
ま

で
の
無
料
化
が
大
き
く
進
ん
だ
。

２
０
２
１
年
度
に
は
高
校
３
年
生

世
代
の
通
院
・
入
院
と
も
無
料
だ

っ
た
自
治
体
は
９
市
町
（
う
ち
７

市
町
は
所
得
制
限
な
し
）
だ
っ
た

の
が
、
２
０
２
４
年
度
に
は
27
市

町
（
う
ち
所
得
制
限
な
し
が
21
市

町
）
と
、
県
内
自
治
体
の
66
％
に

広
が
っ
て
い
る
。
入
院
を
無
料
に

し
て
い
る
自
治
体
は
、
18
市
町
か

ら
39
市
町
に
増
え
、
95
％
で
あ
る

（
図
２
）。

　

４
年
間
で
こ
れ
だ
け
、
こ
ど
も

に
対
す
る
医
療
費
無
料
化
が
進
ん

で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
兵
庫
県

の
助
成
制
度
は
全
く
改
善
し
て
お

ら
ず
、
小
３
ま
で
は
１
日
８
０
０

円
（
月
２
回
ま
で
）、
小
４
〜
中

３
ま
で
は
２
割
負
担
で
あ
る
。
安

心
し
て
子
育
て
を
し
た
い
と
制
度

の
改
善
を
求
め
た
住
民
の
大
き
な

運
動
を
受
け
、
各
市
町
は
努
力
し

て
い
る
が
、
県
は
全
く
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
の
人
口
は
12
年
連
続
減

少
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
原
因
は

若
年
層
の
流
出
と
言
わ
れ
て
い

る
。
若
年
層
が
住
み
た
い
と
思
え

る
兵
庫
県
を
作
る
た
め
に
も
、
こ

ど
も
医
療
費
無
料
化
は
有
効
な
政

策
と
い
え
、
自
治
体
任
せ
で
は
な

く
、
県
と
し
て
無
料
化
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

増
え
続
け
る
高
齢
者
の

窓
口
負
担
に
助
成
を

　

こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

の
医
療
費
窓
口
負
担
に
対
す
る
助

成
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間

の
物
価
高
騰
の
も
と
で
、
年
金
額

は
抑
制
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な

か
、
政
府
は
２
０
２
２
年
10
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
１
割
だ
っ
た
75
歳

以
上
の
一
部
の
窓
口
負
担
を
２
割

に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
窓
口
負
担

は
重
く
な
っ
て
い
る
。
来
年
に
は

「
配
慮
措
置
」
も
終
了
す
る
予
定

で
、
深
刻
な
受
診
抑
制
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

以
前
、
県
に
は
65
歳
か
ら
69
歳

ま
で
の
高
齢
者
に
対
し
て
医
療
費

の
１
割
を
助
成
す
る
老
人
医
療
費

助
成
が
あ
り
、
２
０
０
０
年
に
は

７
割
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
徐
々
に
制
度
の
対
象
を
せ

ば
め
、
16
年
度
に
は
つ
い
に
制
度

を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
。

　

代
わ
っ
て
作
ら
れ
た
「
高
齢
期

移
行
者
医
療
費
助
成
」
は
、
所
得

制
限
に
加
え
要
介
護
２
以
上
と
い

う
要
件
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
対

象
者
が
非
常
に
限
定
さ
れ
た
制
度

と
な
っ
て
し
ま
い
、
斎
藤
県
政
の

も
と
で
も
同
制
度
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。

　

今
こ
そ
、
県
が
独
自
で
高
齢
者

の
医
療
費
負
担
軽
減
策
を
打
ち
出

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う

福
祉
医
療
制
度
拡
充
に
転
換
を

　

本
来
医
療
は
国
が
責
任
を
持
つ

べ
き
で
、
国
の
制
度
と
し
て
、
だ

れ
も
が
お
金
の
心
配
な
く
安
心
し

て
受
診
で
き
る
制
度
に
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
し
か
し
、
国
は
窓
口

負
担
を
軽
減
す
る
ど
こ
ろ
か
、
負

担
を
増
や
そ
う
と
制
度
を
改
悪
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

未
曽
有
の
物
価
高
の
な
か
、
県

民
の
生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
自
治
体
は
住
民
の
健
康
を
守

る
た
め
、
受
診
抑
制
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
福
祉
医
療
制
度
を
拡
充

す
る
べ
き
で
あ
る
。
斎
藤
県
政
の

４
年
間
は
福
祉
医
療
制
度
を
全
く

拡
充
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
候
補
が
発
表
し
た
政
策
を
見

る
と
、
お
お
さ
わ
芳
清
氏
は
「
高

齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
が
１
割

負
担
と
な
る
よ
う
医
療
保
険
制
度

と
の
差
額
を
助
成
」「
母
子
家
庭

等
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
、

児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
の
所

得
制
限
ま
で
引
き
下
げ
」「
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
を
実
現
」

「
福
祉
医
療
対
象
者
の
薬
局
で
の

患
者
負
担
を
廃
止
」「
高
齢
者
の

補
聴
器
の
購
入
補
助
」
と
非
常
に

具
体
的
に
福
祉
医
療
の
改
善
・
補

聴
器
助
成
の
実
現
を
明
記
し
て
い

る
。

　

い
な
む
ら
和
美
氏
は
「
命
を
守

る
。
高
齢
化
に
対
応
す
る
医
療
福

祉
の
実
現
」
と
抽
象
的
な
文
言
は

あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
政
策
が

見
当
た
ら
な
い
。
同
氏
が
尼
崎
市

長
時
代
に
は
、
福
祉
医
療
制
度
は

ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

市
長
最
後
の
年
で
あ
る
２
０
２
２

年
度
に
や
っ
と
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
を
一
部
改
善
し
た
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
自
己
負
担
無
料

の
対
象
を
低
所
得
者
に
限
る
な

ど
、
非
常
に
限
定
的
な
内
容
で
あ

っ
た
。

　

福
本
繁
幸
氏
は
「
医
療
費
・
社

会
保
障
の
充
実
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。

齋
藤
元
彦
氏
、
清
水
貴
之
氏
、
中

川
暢
三
氏
は
、
政
策
に
は
、
福
祉

医
療
に
関
連
す
る
項
目
は
見
当
た

ら
な
い
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
福
祉
医

療
の
制
度
の
拡
充
を
各
候
補
に
求

め
て
い
く
。

補
聴
器
助
成
制
度

「
調
査
事
業
」で
終
了

　

聴
力
低
下
に
早
期
に
対
応
す
る

こ
と
で
認
知
症
な
ど
の
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

予
防
で
き
る
認
知
症
45
％
の
う

ち
、
７
％
と
最
大
の
要
因
が
難
聴

で
あ
る
と
い
う
論
文
が
ラ
ン
セ
ッ

ト
に
２
０
２
４
年
掲
載
さ
れ
た
。

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学

会
は
、「
聴
こ
え
に
く
さ
を
放
置

し
て
い
る
と
、
人
と
の
会
話
が
か

み
合
わ
ず
疎
外
感
を
味
わ
っ
た

り
、
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た

し
た
り
し
て
、
う
つ
や
認
知
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
」
と
し
て
補
聴
器
の

利
用
を
促
し
て
い
る
し
、
兵
庫
県

耳
鼻
咽
喉
科
医
会
は
、「
最
近
で

は
、
難
聴
と
認
知
症
の
関
係
も
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

必
要
と
判
断
さ
れ
た
な
ら
ば
、
認

知
症
予
防
の
た
め
に
も
早
め
に
正

し
く
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
が
勧

め
ら
れ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

　

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
を
求
め

る
声
を
受
け
、
兵
庫
県
は
２
０
２

２
年
に
都
道
府
県
と
し
て
初
め

て
、
高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器
補
助

事
業
が
実
現
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
「
調
査

事
業
」
と
し
て
一
回
限
り
と
さ

れ
、「
調
査
の
結
果
、
補
聴
器
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
活

動
や
活
動
意
欲
の
維
持
に
繋
が
っ

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
」
と
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
施
を
国
に
求
め
る
と
し

て
、
事
業
を
継
続
し
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
各
自
治
体
が
独
自
に

助
成
を
新
設
す
る
動
き
が
進
ん
で

お
り
、
２
０
２
４
年
度
に
は
15
市

町
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
県
と

し
て
補
助
事
業
の
再
開
が
求
め
ら

れ
る
。

政
策
解
説

県
の
福
祉
医
療
制
度
斎
藤
県
政
で
改
善
な
し

特 　集特 　集
2024年2024年
県知事選挙県知事選挙

図２　この４年間の高校生３年生世代までの無料化の変化

〈2021年度〉

横ばいのまま

〈2024年度〉

無料化は無料化は
大きく進んだが大きく進んだが
県制度はなし！県制度はなし！

し
、
結
局
４
年
間
か
け

て
一
歩
も
制
度
を
改
善

使わなくていい？「マイナ保険証」使わなくていい？「マイナ保険証」

兵庫県弁護士会　市民シンポジウム

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 11月23日（土・祝）14時～16時50分 
（開場13時30分）

会　場　 兵庫県弁護士会館講堂（オンライン併用）
プログラム
第１部　基調講演 ジャーナリスト　斎藤貴男氏
第２部　パネルディスカッション
 ジャーナリスト　斎藤貴男氏
 兵庫県保険医協会理事長　西山裕康氏
 大阪弁護士会　坂本　団氏
参加費　無料

Zoom視聴はこちらから
（事前登録なく、直接ご視聴いただけます）
https://us06web.zoom.us/j/87813197101
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今
回
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ

た
り
、
世
間
一
般
の
関
心
は
、
こ

の
数
カ
月
来
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ

れ
て
い
る
斎
藤
前
知
事
の
「
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
」
や
、
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
今
回
の
知
事
選
に
改
め
て
立

候
補
す
る
と
い
う
話
題
性
ば
か
り

に
目
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
騒
動
に
乗
じ
た
面
白
半
分
的
な

立
候
補
者
も
現
れ
る
始
末
で
、
そ

の
た
め
、
今
回
の
選
挙
が
あ
た
か

も
「
新
知
事
コ
ン
テ
ス
ト
シ
ョ

　

あ
る
居
酒
屋
で
。
宴
も
た
け
な

わ
。

　

Ａ
「
と
こ
ろ
で
、
ス
タ
ッ
フ
見

つ
か
っ
た
？
」

　

Ｂ
「
な
か
な
か
人
手
不
足
で
難

し
い
な
！　

だ
か
ら
、
今
ま
で
働

い
て
る
人
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て

る
ん
や
。
最
高
齢
は
77
歳
や
！
」

　

Ａ
「
お
お
‼ 　

凄
い
！　

僕
の

嫁
の
お
義
母
さ
ん
も
80
歳
ま
で
中

華
料
理
屋
の
店
員
し
と
っ
た
わ
」

　

Ｂ
「
お
お
ー
！　

そ
れ
も
凄

い
！　

僕
の
と
こ
ろ
は
定
年
も
あ

っ
て
な
い
よ
う
な
感
じ
で
、
で
き

る
だ
け
み
ん
な
が
仕
事
し
や
す
い

よ
う
に
努
力
し
て
る
」

　

Ａ
「
僕
の
診
療
所
も
サ
ー
ビ
ス

残
業
も
な
い
し
、
有
給
休
暇
は
取

れ
る
よ
う
に
し
て
る
。
１
年
前

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス

を
み
て
い
た
ら
、
元
明
石
市
長
の

泉
房
穂
さ
ん
の
財
務
省
対
厚
労

省
、
抗
争
の
歴
史
と
い
う
記
事
が

あ
っ
た
。
財
務
省
が
お
金
を
集
め

た
と
こ
ろ
で
、
道
路
や
ダ
ム
、
港

湾
建
設
な
ど
の
公
共
事
業
に
優
先

的
に
流
れ
て
い
き
、
福
祉
は
後
回

し
。
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
で
財
源

を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

厚
生
省
（
当
時
）
は
保
険
制
度
に

活
路
を
見
出
し
、
１
９
６
１
年
の

医
療
保
険
、
国
民
年
金
に
始
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
険
を
作
り
、

２
０
０
０
年
に
は
介
護
保
険
を
作

っ
た
と
い
う
。
国
民
そ
っ
ち
の
け

の
、
財
務
省
対
厚
労
省
の
戦
い
で

　

３
年
前
の
21
年
に
日
本
維
新
の

会
と
自
民
党
（
一
部
分
裂
）
の
推

薦
を
受
け
た
斎
藤
元
彦
さ
ん
が
、

20
年
間
の
長
期
を
担
っ
た
井
戸
敏

三
さ
ん
の
後
、
県
民
の
期
待
を
元

に
県
知
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
41
市
町
の
現
地
を
視
察
さ

れ
て
、
県
民
の
声
を
反
映
し
よ
う

と
懸
命
な
姿
は
印
象
的
で
し
た

が
、
県
民
目
線
の
県
政
が
本
当
に

実
施
さ
れ
た
の
か
、
県
職
員
の
公

務
員
の
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
の
か
は
、
私
に
は
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
間
の
知
事
に
対
す
る
マ
ス

コ
ミ
の
行
き
過
ぎ
た
と
も
思
え
る

報
道
の
一
方
で
、
知
事
を
支
え
て

き
た
与
党
で
あ
る
自
民
党
、
日
本

維
新
の
会
の
姿
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
大

阪
万
博
」
へ
の
兵
庫
県
の
対
応
に

　

来
る
11
月
17
日
に
は
斎
藤
元
彦

前
知
事
の
失
職
に
伴
う
兵
庫
県
知

事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

斎
藤
氏
は
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
起

因
す
る
県
政
の
混
乱
を
招
い
た
こ

と
に
よ
り
県
議
会
の
不
信
任
を
受

け
、
失
職
し
ま
し
た
。
氏
の
実
績

に
関
し
て
私
は
正
確
に
は
把
握
し

負
担
を
押
し
つ
け
る
。
財
務
省
は

税
金
を
上
げ
る
。
厚
労
省
は
保
険

料
を
上
げ
る
。
建
前
で
は
国
民
主

権
と
言
い
な
が
ら
、
実
態
は
官
僚

主
権
の
国
で
あ
る
日
本
。
選
挙
で

選
ん
で
も
い
な
い
官
僚
が
、
選
挙

で
選
ん
だ
自
分
た
ち
の
代
表
で
あ

る
は
ず
の
政
治
家
に
指
示
を
し

て
、
国
民
に
負
担
を
課
し
て
い
る

構
造
と
い
う
。

ー
」
の
人
気
投
票
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
危
惧
の

念
を
抱
い
て
い
る
。

　

し
か
し
何
よ
り
、
今
回
の
知
事

選
に
至
っ
た
経
緯
は
と
も
か
く
、

わ
れ
わ
れ
が
知
事
選
で
投
票
行
動

を
行
う
と
き
に
最
も
重
要
な
の

が
、
各
候
補
者
が
ど
の
よ
う
な
政

策
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
兵
庫
県
民
の
い
の
ち
と
生

活
を
守
り
向
上
さ
せ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
点
を
き
ち
ん
と
見
極

に
、
阪
神
・
オ
リ
ッ
ク
ス
パ
レ
ー

ド
で
大
阪
府
職
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
祝
日
に
駆
り
出
さ
れ
た
け

ど
、
あ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、
ス
タ

ッ
フ
か
ら
白
い
眼
で
見
ら
れ
る
」

　

Ｂ
「
あ
あ
ー
！　

そ
れ
な
あ
。

大
阪
の
イ
ソ
ジ
ン
マ
ン
の
命
令
で

そ
う
な
っ
た
。
大
阪
府
は
職
員
基

本
条
例
で
３
回
職
務
命
令
違
反
し

た
ら
懲
戒
免
職
に
な
る
ん
や
。
橋

下
徹
の
と
き
に
決
ま
っ
た
。
そ
れ

で
、
橋
下
が
知
事
の
と
き
１
年
で

自
殺
者
７
人
や
っ
た
」

　

Ａ
「
げ
げ
ー
！　

診
療
所
や
っ

た
ら
、
み
ん
な
辞
め
て
診
療
所
閉

院
や
。
民
間
で
は
あ
り
え
へ
ん
」

　

Ｂ
「
ス
タ
ッ
フ
の
親
戚
に
兵
庫

県
庁
の
幹
部
が
い
て
、
ち
ょ
っ
と

間
違
っ
た
ら
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ

あ
る
と
い
う
。

　

国
民
か
ら
す
る
と
、
官
僚
が
頑

張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
、
負
担
が
増

え
る
構
造
と
い
う
。

　

官
僚
国
家
で
あ
る
日
本
に
は
政

治
家
が
い
な
い
と
い
う
。
ド
イ
ツ

の
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
（
１
８
６
４
〜
１
９
２
０
）

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
最
良

の
官
僚
は
最
悪
の
政
治
家
」
で
、

官
僚
と
い
う
も
の
は
、
選
挙
で
選

ば
れ
て
い
な
い
か
ら
国
民
を
見
る

必
要
も
な
い
し
、
国
民
に
対
す
る

責
任
も
感
じ
て
い
な
い
。

　

右
肩
上
が
り
の
成
長
を
め
ざ

し
、
前
例
主
義
で
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
こ
と
を
続
け
る
。
お
金
が
足

り
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
国
民
に

も
疑
問
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　

愚
痴
や
不
信
感
の
大
き
い
中
で

の
県
知
事
選
。
個
人
的
に
は
、
議

会
も
解
散
し
て
、
信
用
で
き
る
新

し
い
県
議
会
議
員
に
よ
る
県
政
改

革
を
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
問
題

も
大
切
で
す
が
、
人
口
減
少
の
大

き
い
過
疎
地
や
高
齢
化
率
の
高
い

地
域
の
医
療
福
祉
介
護
の
拡
充
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

も
期
待
し
ま
す
。

　

日
本
維
新
の
会
の
進
め
る
「
身

を
切
る
改
革
」
で
は
な
く
、
ま
た

財
界
優
先
の
政
治
か
ら
福
祉
の
兵

庫
県
へ
の
回
帰
を
期
待
し
ま
す
。

「
非
核
神
戸
方
式
」
の
啓
発
に
も

努
め
て
い
た
だ
き
、
軍
事
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
の
脱
却
に
も
期
待
し
ま

す
。
私
の
一
票
が
、
県
内
で
、
大

き
な
塊
と
な
り
得
る
よ
う
に
投
票

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
せ
ん
し
、
失
職
の
原
因
に

な
っ
た
諸
々
の
出
来
事
の
真
相
に

つ
い
て
も
関
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
政
は
長
ら

く
自
治
官
僚
、
総
務
官
僚
の
天
下

り
知
事
が
司
っ
て
き
た
と
い
う
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
斎
藤
氏

に
し
て
も
総
務
官
僚
出
身
で
す
。

官
僚
の
天
下
り
シ
ス
テ
ム
の
中
で

前
回
の
県
知
事
選
挙
で
官
僚
同
士

が
内
輪
揉
め
し
た
な
れ
の
果
て
が

現
在
の
情
け
な
い
状
態
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
裏
に
は
自
民

党
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
旧

態
依
然
と
し
た
政
治
の
流
れ
を
断

ち
切
る
に
は
新
し
い
風
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

大
澤
芳
清
先
生
は
私
が
開
業
し

て
い
る
尼
崎
に
あ
る
尼
崎
医
療
生

協
病
院
の
院
長
で
す
。
整
形
外
科

医
と
し
て
日
常
診
療
を
行
い
な
が

ら
、
病
院
長
と
し
て
の
責
務
も
果

た
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー

で
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
域

医
療
の
前
線
病
院
で
陣
頭
指
揮
を

と
る
姿
、
そ
し
て
、
医
師
会
に
お

い
て
も
感
染
対
策
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
尽
力
を
惜
し
ま
な
い
姿
で

す
。

　

医
師
に
政
治
経
験
や
行
政
経
験

が
あ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
中
心

の
し
が
ら
み
県
政
が
招
い
た
混
乱

を
収
束
で
き
る
の
は
、
む
し
ろ
全

く
政
治
や
行
政
と
は
縁
の
な
い
人

物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

医
療
政
策
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
医
療
費

の
無
償
化
な
ど
は
最
重
要
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　

大
澤
先
生
は
こ
れ
を
含
ん
で
数

多
く
の
医
療
福
祉
関
連
の
施
策
を

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
と
し

て
医
療
指
導
者
と
し
て
積
ま
れ
た

経
験
と
迸
る
熱
意
で
、
県
政
を
癒

や
し
、
治
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

構
造
的
な
も
の
の
前
で
は
自
由

意
思
は
無
効
で
あ
る
の
か
。

　

本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
政
選
挙
、
首
長
選
挙
で
構
造

が
変
わ
ら
な
い
の
か
。

　

選
挙
で
生
活
は
変
わ
ら
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

投
票
に
行
く
こ
と
で
変
化
を
確

認
し
た
い
。

め
、
投
票
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ

と
だ
と
考
え
る
。

　

今
回
、
お
お
さ
わ
芳
清
さ
ん
の

政
策
提
案
を
拝
見
し
、
自
分
と
同

じ
医
療
生
活
協
同
組
合
の
医
師
と

し
て
、
そ
の
根
底
に
は
人
々
の

「
く
ら
し
」「
い
の
ち
」「
健
康
」

を
守
っ
て
い
く
決
意
の
込
め
ら
れ

た
、
思
い
や
り
の
あ
る
温
か
い
政

策
だ
と
感
じ
た
。
同
時
に
、
医
療

費
抑
制
政
策
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
疲
弊
し
た
医
療
現
場
を
改
善
し

て
い
く
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
県
の
政
策
と
し
て
そ
れ
を
推

し
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に

も
強
く
共
感
を
覚
え
た
。

　

診
療
報
酬
削
減
、
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
一
本
化
、
決
し
て
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
コ
ロ
ナ
対
策
の
打

ち
切
り
な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く

情
勢
も
悪
化
す
る
一
方
で
あ
る
今

こ
そ
、
自
分
は
お
お
さ
わ
県
政
に

大
い
に
期
待
し
た
い
。

て
た
と
言
っ
て
た
。
そ
の
幹
部
、

前
回
知
事
選
の
と
き
斎
藤
に
投
票

せ
ん
と
い
て
と
言
っ
て
た
」

　

Ａ
「
前
回
の
と
き
に
、
す
で
に

ヤ
バ
イ
と
い
う
情
報
が
県
庁
職
員

の
耳
に
入
っ
て
た
い
う
こ
と
か
」

　

Ｂ
「
前
回
、
井
戸
前
知
事
が
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
を
公
用
車
で
買
う
と

言
っ
て
ひ
ん
し
ゅ
く
買
っ
て
た
。

そ
れ
と
な
ぜ
か
イ
ソ
ジ
ン
マ
ン
に

人
気
が
で
て
、
兵
庫
県
の
自
民
党

県
議
の
一
部
が
井
戸
・
金
沢
を
裏

切
っ
て
最
終
的
に
裏
金
西
村
と
夢

洲
松
井
が
協
力
し
て
斎
藤
を
担
ぎ

上
げ
た
」

　

Ａ
「
斎
藤
は
大
阪
府
財
政
課
長

時
代
に
大
阪
の
や
り
方
を
目
撃
し

て
、
同
じ
よ
う
に
し
た
ん
や
。
殿

様
気
分
や
っ
た
ん
や
ろ
な
」

　

Ｂ
「
殿
様
気
分
で
、
か
に
、
か

き
、
革
ジ
ャ
ン
お
ね
だ
り
し
た
。

お
土
産
の
な
い
遠
足
は
行
か
な
い

と
言
っ
て
視
察
先
を
決
め
て
た
よ

う
や
」

　

Ａ
「
な
ん
ち
ゅ
う
奴
や
。
在
阪

メ
デ
ィ
ア
も
悪
い
。
問
題
の
本
質

は
、
人
事
権
乱
用
し
て
内
部
告
発

者
が
自
殺
し
、
予
算
編
成
権
乱
用

し
て
信
用
金
庫
へ
の
１
億
円
の
補

助
金
を
４
億
円
に
し
て
、
協
賛
金

を
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
さ
せ
た
。
犯
罪

や
で
。
何
で
そ
れ
を
も
っ
と
言
わ

な
い
の
か
わ
か
ら
ん
」

　

Ｂ
「
難
し
い
こ
と
取
り
上
げ
た

ら
、
視
聴
率
下
が
る
ら
し
い
。
だ

か
ら
、
お
ね
だ
り
な
ん
や
」

　

Ａ
「
兵
庫
の
民
度
が
問
題
な
ん

や
！　

斎
藤
ガ
ー
ル
ズ
い
う
斎
藤

応
援
団
も
い
る
よ
う
や
。
死
ん
だ

職
員
の
家
族
卒
倒
や
で
」

　

Ｂ
「
知
事
選
に
18
億
円
か
か
る

の
が
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
論

調
が
あ
る
け
ど
、
何
億
円
使
っ
て

も
良
い
か
ら
県
民
が
民
主
主
義
を

も
う
一
度
考
え
な
あ
か
ん
わ
。
僕

は
選
挙
行
く
で
」

　

Ａ
「
え
え
ー
い
！　

腹
立
つ

わ
！　

深
酒
し
そ
う
や
け
ど
、
熱

燗
も
う
一
本
！　

と
こ
ろ
で
、
店

員
さ
ん
時
給
い
く
ら
？
」

灘
区　
　

高
野　

修
一

宝
塚
市　
　

高
島　

俊
永

揖
保
郡　
　

高
森　

信
岳

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

尼
崎
市　
　

小
泉　

民
雄

尼
崎
市
・
歯
科　
　

冨
澤　

洪
基

人
気
投
票
で
な
く
政
策
と
ビ
ジ
ョ

ン
で
、
お
お
さ
わ
県
政
に
期
待

へ
ん
な
お
じ
さ
ん
た
ち（
そ
の
２
）

投
票
に
行
く
こ
と
で

変
化
を
確
認
し
よ
う

兵
庫
県
政
を
輝
く
も
の
に

大
澤
医
師
の
経
験
と
熱
意
で

県
政
を
癒
し
治
し
て
ほ
し
い

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

経
験
と
実
行
力
こ
そ
必
要

投
票
に
行
こ
う

投
票
に
行
こ
う

会 

員 

投 

稿

　

混
乱
と
停
滞
の
続
く
県
政
を
正

常
化
す
べ
く
、
大
澤
芳
清
先
生
が

こ
の
た
び
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
に

立
候
補
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
政
は
事
実
上
ス
ト
ッ
プ
し
て

お
り
県
民
の
暮
ら
し
に
も
不
安
の

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
原
因
は

ひ
と
え
に
斎
藤
前
知
事
の
知
事
と

し
て
の
県
民
と
職
員
に
対
す
る
不

誠
実
な
対
応
に
あ
る
こ
と
は
言
わ

ず
も
が
な
で
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
対
す
る
内
部

告
発
と
そ
の
対
応
な
ど
で
百
条
委

員
会
が
開
か
れ
、
ま
た
自
殺
者
が

出
る
ほ
ど
の
状
態
で
あ
っ
た
異
常

な
県
政
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
招

い
た
こ
と
に
よ
る
責
任
に
対
す
る

対
応
は
、
首
長
と
し
て
の
資
質
を

欠
い
た
も
の
と
皆
様
も
思
わ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
先
の
衆
議
院
選

挙
で
の
政
権
与
党
に
対
す
る
結
果

も
不
誠
実
な
対
応
に
対
す
る
国
民

の
審
判
と
い
え
ま
す
。

　

で
は
、
首
長
と
し
て
の
資
質
と

は
何
か
。
判
断
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
信
頼
、

そ
し
て
県
民
の
安
心
を
つ
く
り
だ

せ
る
視
点
に
基
づ
く
政
策
力
と
誠

実
な
お
人
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
澤
先
生
は
「
県
政
に
信
頼
と

安
心
を
」「
何
よ
り
い
の
ち
、
く

ら
し
を
大
切
に
」
を
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
先
生
は
、
地
域
で
の
医

療
現
場
を
長
く
経
験
さ
れ
、
そ
の

中
で
誰
も
取
り
残
さ
ず
住
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
丁
寧
に
誠
実
に

守
っ
て
い
く
こ
と
を
実
行
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
住
民
本
意
で

な
い
県
の
政
策
―
ベ
ッ
ド
や
医
療

従
事
者
の
削
減
な
ど
医
療
に
対
す

る
効
率
化
の
弊
害
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
重
症
者
の
高
次
医
療
機

関
へ
の
転
送
お
断
り
や
「
か
か
り

た
く
て
も
か
か
れ
な
い
」
患
者
さ

ん
の
た
く
さ
ん
の
実
態
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
ご
自
身
が
お
っ
し
ゃ
る
通

り
行
政
経
験
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
」
こ
れ
ら
の
経
験
と
お
人

柄
、
そ
し
て
実
行
力
が
県
政
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
れ
ば
、
本
当

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
生
活
と
仕

事
や
経
済
を
守
る
過
ご
し
や
す
い

兵
庫
県
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
県
知
事
に
当
選
し
て
い
た

だ
き
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
切
に

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

県知事選県知事選



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０８５号２０２４年(令和６年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) （６）

中川　暢三氏 福本　繁幸氏 清水　貴之氏 斎藤　元彦氏 中村　稔氏

【賛成】 【賛成】医療現場の混乱防止：資格確認書を持つことで、医療機
関での保険適用の確認が円滑に行えるため、医療現場での混乱を避け
られる。
透明性の向上：被保険者が自分の保険の状態を明確に把握できること
で、医療サービスを利用する際の透明性が向上する。
適切な医療提供の確保：保険者が明確に定義されることで、適切な医
療サービスの提供が確保され、必要な医療が受けやすくなる。

回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

事
務
所
連
絡
先
が
非
公
表
の
た
め
送
付
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

事
務
所
連
絡
先
が
非
公
表
の
た
め
送
付
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

【賛成】 【賛成】地域医療の維持：物価高騰により医療機関の運営が厳し
くなれば、医療サービスの質が低下する可能性があります。県として
の支援があれば、地域医療を維持できる可能性があります。
職員の確保：医療機関が経済的に困難な状況にあると、医療従事者の
給与も影響を受けます。対策を講じることで、優秀な職員を確保しや
すくなります。
患者への影響の軽減：医療機関が経済的に困難な場合、診療費の値上
げなどが行われる可能性があります。物価高騰対策を検討すること
で、患者への経済的負担を減らせるでしょう。

【賛成】 【賛成】医師不足の解消：地方や中小病院では医師不足が深刻で
あり、臨床研修医の定員を増やすことで、地域医療の充実や患者への
医療サービス向上につながる。
地域医療の強化：中小病院にも研修医を割り当てることで、研修医が
地域医療に関心を持つ機会が増え、将来的に地元での医療従事者の確
保が期待できる。
多様な研修環境：中小病院での研修により、研修医は様々な症例に触
れることができ、医療現場における実践的なスキルを身につけること
ができる。
医療の均てん化：大都市に偏る医師の配置を改善し、地域差を減少さ
せることで、すべての住民が質の高い医療を受けられるようにする。

【賛成】 【反対】不公平感の増加：都道府県ごとに診療報酬が異なると、
医療サービスの質に地域間で差が生じ、結果的に全国的な医療の公平
性が損なわれる恐れがあります。
医療制度の安定性の損失：一貫性のない診療報酬制度が導入されるこ
とで、医療機関や患者が混乱し、制度の安定性が損なわれる可能性が
あります。
運営コストの増大：診療報酬が変わることで医療機関の運営コストが
増加し、最終的には患者の負担増加につながることも懸念されます。

【賛成】 【賛成】アクセスの難しさ：統廃合により医療機関が減少する
と、特に交通手段の乏しい地域での医療アクセスが困難になる可能性
がある。
地域の医療格差の拡大：統廃合が進むことで、特定の地域に医療資源
が集中し、他の地域での医療格差が生じるリスクがある。
在宅医療への過度な依存：高齢者や慢性疾患を持つ人々が多い地域に
おいて、在宅医療に頼る体制が過度になると、必要なときに入院治療
が受けられない問題が発生するかもしれない。

【賛成】 【反対】アクセスの制限：新規開業が許可制になることで、患者
が医療サービスを受ける機会が制限される可能性がある。特に医療リ
ソースが限られている地域では、患者の選択肢が減少する。
医師の自由な経済活動の制約：医師が自身の専門性や条件に応じて自
由に開業できないことは、経済活動の自由を侵害するリスクがある。
医療市場の競争を減少させることで、医療費の適正化が阻害される

【賛成】 【賛成】経済的負担の軽減：高校生の家庭にとって、医療費が無
料になることで経済的な負担が大きく軽減され、特に低所得家庭にと
って有利です。
健康の促進：医療費負担がなくなることで、病気や怪我の際に気軽に
医療機関を利用できるようになり、早期の治療が可能です。これによ
り全体的な健康水準の向上が期待できます。
教育への集中：医療費の心配がなくなることで、高校生は学業や進路
選択により集中でき、自分の将来に向けた準備に専念することができ
ます。

【賛成】 【賛成】経済的支援：高齢者は年金生活を送っている場合が多
く、医療費が家計に大きな負担をかけることがあります。窓口負担の
軽減は、経済的な負担を軽くし、生活の質を向上させます。
健康維持：負担が軽減されることで、高齢者が必要な医療を受けやす
くなります。これにより早期の治療が促進され、健康維持や疾患の悪
化防止につながります。
医療へのアクセスの平等性：所得に関係なく、高齢者が健康な生活を
送るために必要な医療を受けられるようになります。社会的な公平性
が高まります。

【賛成】 【賛成】健康増進の促進：無料の検診を提供することで、多くの
人々が手軽に口腔の健康状態をチェックでき、早期発見と予防が可能
になります。
経済的負担の軽減：特に低所得層や妊産婦にとって、歯科医療へのア
クセスが向上し、経済的な負担が軽減されます。
公衆衛生の向上：口腔健康の問題は全身の健康に影響を与えることが
あるため、無料検診の実施は公衆衛生全体の向上に寄与します。
認知度の向上：検診を無料にすることで、口腔がん検診や妊産婦の歯
科健康に対する認識が高まり、関心が集まります。

【賛成】 【賛成】健康リスクの軽減：アスベストは発がん性が高く、長期
的な健康被害を引き起こす可能性があるため、早期の検診を行うこと
で早期発見・治療につながる。
被災者とボランティアの権利：被災地での活動に従事した人々は、そ
の行動が災害復興に貢献したことを考えると、健康が脅かされること
に対して適切な補償を受ける権利がある。
社会的責任：社会全体が被災者やボランティアを支援することは、災
害時におけるコミュニティの連帯を示すものであり、未来の災害に対
する準備の一環ともなり得る。

ケート結果ケート結果
　

協
会
政
策
部
は
11
月
17
日
投
開

票
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
向
け
、

10
月
21
日
ま
で
に
立
候
補
を
表
明

し
た
候
補
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
締
め
切
り
日
ま

で
に
稲
村
和
美
・
大
澤
芳
清
・
福

本
繁
幸
・
中
川
暢
三
各
氏
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
す
る
（
順

不
同
）。
清
水
貴
之
氏
か
ら
は
回

答
が
な
か
っ
た
。
斎
藤
元
彦
氏
・

中
村
稔
氏
は
事
務
所
連
絡
先
が
公

表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
送
付
で
き
な

か
っ
た
。



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２４年(令和６年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行)（７） 第２０８５号

稲村　和美氏 おおさわ　芳清氏
① 県として、国保の保険者である
市町や後期高齢者医療制度の保
険者である広域連合に対して、
医療現場での混乱を避けるた
め、資格確認書を全ての被保険
者に交付するよう求めることに
ついて

【反対】現段階での大きな方針変更を行うとかえって現場が混乱す
る恐れがあることに加え、丁寧なプロセスが必要ではあるものの、基
本的な方向としては事務作業の軽減を進めていくべきと考えるため。

【賛成】保険証廃止に伴うマイナンバーカード取得の事実上の強制
は、大手IT企業への利益供与です。また、国民皆保険の象徴である保
険証を、取得が任意であるマイナンバーカードや原則申請によってし
か交付されない資格確認書に代替させることは、国民皆保険制度の精
神を後退させるものです。国には保険証の存続を強く訴えるととも
に、市町やその他の保険者に対しては、資格確認書の全被保険者への
交付を強く求めていきます。

② 県として、医療機関向け物価高
騰対策を行うことについて

【その他】国の経済対策の状況を見ながら、速やかに物価高騰対策
を行いたいと考えていますが、医療機関のみを対象とした制度は想定
していないため。

【賛成】医療機関の経営者として、現在の物価高と、それに全く見
合わない今次診療報酬のマイナス改定が医療機関の経営を苦しめてい
ることを実感しています。
医科・歯科医療機関は勿論、薬局や歯科技工所、介護事業者も含めて、
物価高騰対策のための財政措置をとります。手法については、東京都
病院協会が東京都に求めているような都独自の「加算」のような手法
も検討します。

③ 県として、国に兵庫県の臨床研
修医の定員増を強く求めるとと
もに、中小病院にも定員を割り
当てることについて

【その他】臨床研修医は医師の育成を目的としていることから、公
立病院など一定の規模がある病院で、質の高い医療を行い研修内容が
担保できる病院に定員を割り当てるべきと考えます。

【賛成】厚生労働省の発表では兵庫県内に医師少数区域はないこと
になっています。しかし、最も少ない北播磨医療圏では、人口１万人
あたり181.2人で、OECD平均の約350人の48％も低い水準です。最も多
い神戸医療圏でも、304.0人で、13％低い水準です。国全体での医師増
員が必要です。その上で、県の特性を踏まえ国には臨床研修医の定員
増を強く求めます。また、地域の中小病院での研修は、様々な疾患を
診る能力、地域の健康課題の社会的要因を分析する能力など医師に必
須の能力を涵養するために極めて有用です。ですから、斎藤県政の下
での中小病院に対する臨床研修定員の削減は撤回し、定員を割り当て
ます。

④ 高齢者の医療の確保に関する法
律13条、14条では、県知事は厚
生労働大臣に県内の診療報酬を
他の都道府県と異なるよう定め
ることを求める意見を提出する
ことができるとされています。
この意見提出について

【反対】原則として診療報酬は全国一律であるべき。 【反対】高確法第13条、第14条は都道府県が定める医療費適正化計
画の目標達成のために、診療報酬を引き下げることを規定したもので
す。ですから、県として医療機関の経営難に対応するために引き上げ
を求めても、厚生労働大臣が認めるとは考えづらいですし、認められ
たとしても、地域別診療報酬に道を開く悪しき前例となる可能性を否
定できません。やはり、他の都道府県と協力し、国に対し、診療報酬
の大幅プラス改定を求めていくことこそ必要だと考えます。

⑤ 災害や新興感染症対策を見越し
て余裕を持った病床数を将来推
計に反映させる、病院の統廃合
は、地域の住民はもとより地域
の医療関係者の意見を十分に反
映させる、地域の開業医の高齢
化を踏まえ、過度に在宅医療に
頼る体制としない、等に十分留
意し兵庫県地域医療構想を見直
すことについて

【反対】医療構想などは時代の変化に応じて必要があれば見直すこ
とも否定しませんが、質の高い医療を提供するためには、病院の統廃
合による機能集約や機能分化は必要。

【賛成】病院の統廃合を定める地域医療構想は、現在の医療需要を
元にした直線的推計により将来の医療需要を推計しており、現在の受
診抑制、地域における供給の不足や将来の医学の進歩や専門分化が加
味されていません。とりわけ療養病床の削減は、極めて機械的で、削
減分の需要の多くを開業医が提供する外来、在宅医療に頼る計画で
す。しかし、地域によっては開業医の不足、高齢化による在宅医療の
提供の縮小などがすでに起きています。こうしたリアルな医療需要と
供給力をよく知る地域の医療関係者の意見を聞き、地域に最適な医療
供給体制を構築していきます。

⑥ 厚生労働省は外来医師多数区域
での新規開業を許可制にする方
向を示しています。実際の規制
は都道府県の権限となると考え
られますが、県として開業規制
を行うことについて

【その他】医師の偏在対策は必要であると考えますが、法改正がな
されていない段階での詳細な回答は差し控えさせていただきます。

【その他】自由開業制は国民皆保険制度の特徴の一つです。ただ、
医師の絶対的不足の下での偏在も深刻な問題です。一部には都市部で
開業規制を行えば、地方での医師不足解消に役立つとの議論もありま
すが、現在のような低診療報酬の下では、地方での開業が単純に増え
るとは考えられません。やはり偏在解消には、規制的手法ではなく医
学教育の改善や地域枠の拡大等で対応すべきです。ただ、低診療報酬
の下で、医療機関の乱立が、各医療機関の経営を圧迫し、地域医療に
影響が出る事態となれば、診療報酬の抜本的引き上げとともに開業規
制も検討の余地はあると考えます。

⑦ 県の責任で医療費窓口負担を高
校３年生世代まで無料とするこ
とについて

【その他】限られた財源の中で優先順位をつける必要があり、現時
点で県独自で実施するべきとは考えていません。一方で、県として市
町の子育て支援策を財政的に応援する必要性は感じており、「子育て支
援応援交付金」（仮称）を創設したいと考えています。

【賛成】医療費助成制度によって、いわゆる「無駄な受診」が増え
るというエビデンスはありません。さらに、日本の医療費窓口負担の
高さを考慮すれば、「無駄な受診」は本来の医療需要が顕在化したもの
と考えるのが普通です。厚生労働省は24年４月から、子ども医療費助
成を独自に行う自治体への「ペナルティー」は廃止しましたが、交付
金の水準を左右する保険者努力支援制度で、子ども医療費助成制度を
行わない自治体を優遇する等の措置をとっていますので、強く抗議
し、制度を改善します。

⑧ 県の責任で高齢者の医療費窓口
負担の軽減措置を創設すること
について

【反対】限られた財源の中で優先順位をつける必要があり、現時点
では創設をするべきとは考えていません。

【賛成】この間、高齢者の医療費窓口負担は引き上げられ続けてき
ました。一部政治家やマスコミは高齢者と現役世代の対立を煽り、高
齢者の負担増を求めてきました。しかし、総務省の「家計調査」によ
れば、現役世代の医療費窓ロ負担の収入に占める割合は１％なのに対
し、高齢者のそれは４％以上です。ある研究によれば、医療費窓口負
担が高齢低所得層の家計を破綻させることも明らかになっています。
長年、社会に貢献してきた高齢者に豊かな老後を保障する一環とし
て、医療費助成制度を創設します。

⑨ 歯科検診と妊産婦歯科検診、口
腔がん検診を、全ての歯科医院
で無料で受けられるようにする
ことについて

【反対】限られた財源の中で優先順位をつける必要があり、現時点
では創設をするべきとは考えていません。

【賛成】この間、様々な研究により口腔内の健康が全身の健康状態
に対して極めて大きな影響を与えることが分かってきました。私自身
も医師として、臨床現場でそれを実感しており、私が理事長を務める
法人内に歯科医療機関も設置しております。
国は、骨太の方針でこの間、「生涯を通じた歯科健診に向けた具体的な
取組の推進」を掲げていますが、一向に具体化されません。全国に先
駆けて、制度化を行います。

⑩ 今後の被害が予測される、阪神
・淡路大震災被災者やボランテ
ィア等、被災地に立ち入った人
へのアスベスト曝露に対し、積
極的検診や補償を充実させるこ
とについて

【その他】私が市長を務めた尼崎市では、青石綿を大量に使用して
いたクボタ工場立地もあり、被害者数が全国比較で突出して多いこと
から、アスベスト被害の根絶と救済の充実に市としても積極的に取り
組んできました。被災地に立ち入った人に対して県が独自に認定を行
っての補償の充実は難しいと考えますが、被害者への救済充実、現在
は実施自治体が限定されているアスベスト検診の全国化やレントゲン
読影技術向上についての国への働きかけとともに、リスクが高いと思
われる人への積極的な受診の呼びかけを推進します。

【賛成】私が理事長を務める尼崎医療生協は、「クボタショック」
以降、対策委員会を立ち上げ、周辺住民への聞き取り、アスベスト検
診等を行ってきました。また、住民や労働者、被害者の家族、弁護士
らとともに「アスベスト被害からいのちと健康を守る尼崎の会」を立
ち上げて活動してきました。今後は、阪神・淡路大震災時のがれき処
理などによるアスベストばく露も問題になってくると思われます。県
として、これまでの経験を活かして、検診や補償を充実させます。

候補者アン候補者アン特 　集特 　集
2024年2024年
県知事選挙県知事選挙
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図１　感染症診療のステップ

図２　外来における発熱診療フロー

図３　胃腸炎類似疾患

　William Oslerは診断に至るための
プロセスを「医学は不確実性のサイ
エンスであり、確率のアートであ
る」と言い表している。その臨床推
論の誤りは、診断エラー、すなわち
診断の見逃し、間違い、遅れを引き
起こす。特に、感染症、悪性腫瘍、
心血管疾患は診断エラーが多い。外
来における発熱診療では、臨床推論
を活用し、数多くのかぜ症候群や急
性胃腸炎のなかから、真に精査・加
療が必要な疾患を探り当てる能力が
求められる。
　感染症は他の内因性疾患とは異な
り、外敵である病原体が体に侵入す
ることで発症する。そのため、感染
症診療で最も大事なのは、その原因
微生物を推定ならびに同定すること
である（図１）。ロジカルな感染症
診療を行うには、この臨床推論力を
磨く必要があるのだ。このプロセス
を飛ばし、むやみに抗菌薬を処方す
るようなことは決してあってはなら
ない。白血球数やCRPに対する過度
の依存から脱却すべきである。彼ら
は単なる炎症マーカーにすぎず、核
心（病原体）までは迫ってくれな
い。
　外来での発熱診療で最も重要なの
は、かぜ症候群を熟知することだ。
鼻汁や喀痰の膿性変化ならびに咳嗽
の遷延はウイルス性でも生じる自然
経過である。つまり、抗菌薬は不要
である。注目すべきは、一旦軽快し
ていた症状が再増悪する２峰性の経
過である。
　この経過は、肺炎、中耳炎、副鼻
腔炎など細菌感染の合併を示唆す
る。近年流行しているＡ群溶血性レ
ンサ球菌の検査前確率の見繕いは、
Mclsaacによる修正基準を用いる。

重症度の評価は、Killer sore throat
を意識し、Red flag signsを確認す
る（図２）。
　かぜ症候群後に３週間以上持続す
る遷延性咳嗽の７割は咳喘息が原因
である。マイコプラズマや百日咳は
主要因ではない。仮に百日咳であっ
ても、発症後２週間以上経過してい
る場合は、抗菌薬の効果は乏しい
（毒素による症状であるため）。常
に忘れてはならないのは、遷延する
咳嗽の中に結核が紛れている可能性
である。
　次に、胃腸炎に類似した疾患に足
元をすくわれないよう、とにかく尽
力する（図３）。
　また、気道症状も消化器症状も伴
わない発熱は、入院を要する重症感
染症のサインである。血液検査や尿
検査、さらには血液培養やCT検査
など追加の精査を要する。特に悪寒
戦慄を伴う場合や病前ADLが低い場
合は血液培養を採取しておく。たと
え白血球やCRPが上昇していなくて
も、である。
　急性虫垂炎を抗菌薬のみで治療し
た場合の再発率は15～25％であり、
５年以内に30～40％ほどが手術を要
する。これらのリスクを十分に説明
すべきである。また、軽症の憩室炎
は、腸管安静（流動食や高カロリー
ゼリーなど）のみで抗菌薬を投与し
ない方針が最近のトレンドである。
誤嚥性肺炎と腎盂腎炎の診断は、感
染症専門医でも、とても難しい。い
つも診断に自信がない。「別の疾患
が潜在していないか？」と常に自問
している。
　不明熱を診断する上でも、重要な
のは臨床推論であり、PET-CT検査
などの検査に頼ることはない。診断

佐賀大学医学部附属病院　感染制御部　特任准教授 的野多加志先生講演

発熱診療外来編
～不明熱を含めて～

にたどり着くために足りないのは、
主に病歴聴取（78％）であったとい
う報告もある。総じて、発熱患者の
診断エラーや未診断（不明熱）を減
らし、適切な診断に辿り着くために
必要なのは、単に考えることをやめ
ないことなのかもしれない。

参考資料
１） Dr的野のセッティング別フレー
ムで診る発熱診療（CareNeTV）

２） 飯塚イズムで学ぶ流れがわか
る！感染症診療の歩きかた（南
山堂）

（６月22日、第610回診療内容向上
研究会より）

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）・特別研究会・臨床医学講座、薬科
部研究会などの講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで
※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わせください。

年 日程 種別 テーマ 講師

24
年

１月27日 薬科部研究会 ポイントで解説
喘息の薬物療法をマスターする

神戸大学医学部附属病院呼吸器
内科　講師　永野達也先生

２月10日 薬科部研究会 高齢者のポリファーマシー対策
東京大学大学院医学系研究科老年
病学　東京大学医学部附属病院老
年病科　教授　秋下雅弘先生

２月17日 第606回診内研 全世代のてんかん、ふるえ、意識
障害：アップデート

広島大学脳神経内科学　助教　
音成秀一郎先生

３月２日 薬科部研究会 復習『過活動膀胱』 明和病院　泌尿器科部長　善本
哲郎先生

４月13日 薬科部研究会 眼の基本構造と眼疾患
～白内障と緑内障～

神戸市立神戸アイセンター病院
眼科副医長　山本庄吾先生

４月20日 第608回診内研 診断エラーを回避するための教育
戦略

多摩総合医療センター　総合診
療科　医長　綿貫聡先生

５月18日 第609回診内研 食事性肝障害2024 岡山市立市民病院　副院長
狩山和也先生

６月８日 薬科部研究会 便秘の原因と薬物治療－便秘の病態に
より治療薬の使い分けは必要か？－

県立はりま姫路総合医療センター
院長　木下芳一先生

６月22日 第610回診内研 発熱診療外来編
～不明熱を含めて～

佐賀大学医学部附属病院　感染制
御部特任准教授　的野多加志先生

７月６日 薬科部研究会
摂食嚥下の機能に合わせた食支援
を考える　～安全に美味しく食べ
ていただくために～

川崎医科大学高齢者医療センタ
ー　栄養室　管理栄養士　森光
大先生

７月13日 第611回診内研 臨床現場での歩行障害へのアプロ
ーチ

足利赤十字病院　院長補佐　後
藤淳先生

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。休業保障制度と所得補償保険

病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

ドクターに最適を提供します

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル
〈次回受付は2025年４月１日開始〉

協会の新しい共済 2025年１月誕生

介護保険Sasa＊L（ササエル）


